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作業環境測定士は見た！
事件は現場で起きている

第 2回  事務所内の空気環境測定で新型コロナウイルス対策

新型コロナウイルスが流行してからというもの、これ
まで二酸化炭素（以下CO₂）濃度が2000ppm近くあった
事務所が、1000ppmを下回る事例が増えています（当会
実績）。なぜでしょう？
全事務所に適用される事務所則
さて、皆さんの事務所では、「事務所衛生基準規則」（事
務所則）に基づく空気環境測定を実施されていますで
しょうか。全ての事務所は、事務所則の適用を受けます。
さらに、「特定建築物」（延べ床面積3000㎡以上の大規
模な事務所、店舗等の入ったビルや8000㎡以上の学校）
については、事務所則と「建築物における衛生的環境の
確保に関する法律」（ビル管法）の両方の適用を受けま
す。
事務所則では、事務所室内の空気環境の測定を原則２
カ月以内ごとに1回実施と定められています（一定の要
件を満たすと、室温および相対湿度については定められ
た期間内で年３回の実施でよい）。
このうち、事務所則の事務室内の空気環境に関する基
準値と目的を以下の表に簡単にまとめました。

二酸化炭素濃度と人体への影響
事務所則では、CO₂濃度の基準値は許容濃度と同じ
5000ppmと緩く設定されていますが、ビル管法ではパ
フォーマンスの低下を考慮に入れ、ＷＨＯや各国の基準
に合わせ1000ppmと厳しめに設定されています。一般の
外気では、400～500ppmくらいになります。
もし、一般事務所で1000ppmを基準に評価すると、換
気をあまり意識しない事務所の場合、基準を超えてしま
うことが考えられます。当会内の事務所においても定期

的に空気環境測定を行っていますが、窓の開放や換気扇
の稼働を怠ると2000ppmを超えてしまうケースがありま
す。CO₂濃度が高くなると、どのような影響がでるので
しょうか。
CO₂濃度と人体への影響については、さまざまな研究
結果が出ており、3500ppmになると眠くなるという報告
もあります。ひょっとして、授業中や会議中に眠くなる
のはCO₂濃度の影響が少しは関係しているのかもしれま
せん。
換気の量は「密」の指標
新型コロナウイルスの影響で室内の換気が注目され
ています。しかし、換気は目に見えません。換気扇の稼
働や窓の開放など気を付けているが、有効に換気できて
いるのか、目安はないのかと思っている方もおられるで
しょう。
厚生労働省は今年３
月末、商業施設等にお
ける「換気の悪い密閉
空間」を改善するため
の換気方法などを公表
しました。ビル管法に
おけるCO₂の室内濃度基
準1000ppmを満たして
いれば、必要換気量（一
人当たり毎時30㎥）の
換気量が確保されてい
ることが記されていま
す。つまり、事務所測定に規定されたCO₂濃度の測定は、
換気量の指標、言い換えると「密」の指標と考えること
もできます。　
以上を踏まえて、冒頭でお伝えした事務所内のCO₂
濃度が1000ppmを下回る事例が増えたのは、事務所の
多くが、密を減らすため、事務所内の換気を徹底する
などした結果、CO₂濃度の低下につながったと考えて
います。
日本産業衛生学会産業衛生技術部会では、CO₂濃度を
実際に測らなくても、部屋の体積、在室人数、換気状況
等を入力すれば、ある程度の濃度を推定することができ
る「換気シミュレーター」を作成し公表しています。
新型コロナウイルス対策も兼ねて、「換気シミュレー
ター」と実際の測定を併用して、事務所内の空気環境を
管理してみてはいかがでしょう。

お問い合わせ、環境測定のご依頼は環境保健部 ☎075︲823︲0528
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